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論　　文　’の　　要　　旨

　本論文はラダウン症候群児（以下ダウン症児と略称する）における触知覚を中心とした弁別の特

性を実験的に検討することをめざして行なわれたものでヲ8章から構成されている。

〔研究の目的〕

　　ダウン症児の知覚に関する従来の研究の検討に基づいてつぎのような点を実験的に明らかにす

　ることを目的とする。

　①観察時と弁別時の知覚様相が同じである同一感覚様相について事触知覚と視知覚のそれぞれ

　　における弁別の程度を検討する。

　②観察時と弁別時の知覚様相が異なる感覚様相間における弁別の正確度ヨつまり触知覚から視

　　知覚へと、視知覚から触知覚へと対象刺激が転位される弁別の正確度を分析する。これらの問

　　題を検討するためにヨ対象刺激の提示のしかたを継時提示と同時提示の差異によってどのよう

　　な相違がみられるのか里観察のしかたと弁別のしかたの関係の組み合わせの変化によって弁別

　　時の結果にどのような影響が生じるのかなどが分析される。

　③ダウン症児における触知覚の問題を解明するためにヨ知覚行動に関連した諸実験を行ないヨ

　　触知覚の特徴を総合的に把握する。ここではヨ図形模写による知覚、触知覚による図形属性の

　　弁別、形と色の知覚雪方向弁別などラ触知覚と視知覚の運合に関係した実験が行なわれる。
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　以上の目的を達するために10の実験がラダウン症児ヨ非ダウン症精神薄弱児。普通児を対象に

して行なわれた。便用した実験材料は各実験とも簡単な幾何学図形である。なおラ実験はすべて

個別に実施された。

〔主要な方法と結果〕

①第1実験から第3実験においては争触知覚と視知覚のそれぞれについてラ刺激図形を観察す

　る場合と弁別（選択）する場合が同一知覚様相に関し分析される。

　　第1実験では，触知覚による弁別実験がラ継時提示と同時提示の条件について検討された。

　その結果。ダウン症児群は両条件においてラ他の2群より低い弁別率であった。

　　第2実験の視知覚による弁別実験ではヲ継時提示による場合ヨ他の2群より弁別能カは劣っ

　ているがヨ同時提示ではラ他の2グループとの間に明らかな差異はみられなかった。

　　第3実験においてラ同時提示における刺激図形の数を増した場合の弁別成績に関してはヨダ

　ウン症児群は普通児群より多くの誤反応数を示した。

②第4実験から第6実験ではヨ触知覚と視知覚との問の感覚様相間の弁別特性が検討された。

　　第盗実験では、Kn亘ghtsらの実験を参考に，予備的検討がなされた。すなわち3つの課題条件

　が設定され。条件の違いによる感覚様相間の弁別がどのように異なるかが検討された。その結

　果ラダウン症児群は刺激図形を触知覚で観察した後ラ視知覚で弁別する課題条件での弁別成績

　が最も劣っており，刺激図形を視知覚で観察しながらヲ触知覚で弁別する課題条件の成績では

　誤りが少ないことが明らかにされた。

　　第5実験においてラ継時提示による実験事態でつぎのような条件が設定された。すなわちラ

　1）刺激図形の観察を触知覚で行なった後ヨ視知覚で弁別する条件（触知覚→視知覚）とラ2）

　視知覚で観察した後雪触知覚で弁別する条件（視知覚→触知覚）である。その結果うダウン症

　児群にあってはう両条件下において、他の2群より低い弁別成績を示し、弁別の困難さが認め

　られた。

　　第6実験ではヨ記憶の要因が作用しない実験事態である同時提示による手続きが採用されヨ

　感覚様相問の転移の弁別が検討された。すなわちヨ実験条件としてヨ1）刺激図形を触知覚で

　観察しながら。弁別を視知覚で行なう条件（触知覚1視知覚）とラ2）刺激図形を視知覚で観

　察しながらラ触知覚によって弁別する条件（視知覚1触知覚）である。この結果。ダウン症児

　群の同時提示による感覚様相問の弁別成績は他の2群との問に明白な違いはみられなかった。

③ダウン症児群における触知覚の特徴を総合的に把握するために。触知覚と視知覚の連合に関

　係した諸実験が行なわれた。

　　第7実験ではうダウン症児群の幾何学図形の模写がどのようであるかを検討することによっ

　てヨ図形を知覚しその主要素を抽出する能力について検討された。その結果つぎの知見がえら

　れた。1）ダウン症児群と非ダウン症児群の問には明らかな差はみられなかった。2）年令の

　上昇にともなって得点のます傾向がうかがわれた。

　　第8実験において纈触知覚による図形属性の弁別が検討された。ここでは，刺激図形のもつ
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　形態ラ大きさラ表面の性質，長さなどの属性の弁別が。触知覚による継時提示の手続きで分析

　された。それによると，1）ダウン症児群は各属性の得点が他の2群より著しく低かった。2）

　ダウン症児群の弁別成績は全体的に低い傾向にあったがヨ弁別の容易な属性（表面の性質と形

　の属性）と弁別が困難な属性（大きさと長さ）が示された。

　　第9実験では里視知覚の対象がもつ個々の属性を分離し正しく抽出できるかを吟味するため，

形と色の抽出が検討された。その結果雪ダウン症児群は2つの属性を分離して抽出することは

　困難であることが見られた。

　　第10実験ではヨ視知覚対象の属性の1つである方向性についてヨどの程度知覚弁別力がある

　かが検討された。

　　その結果つぎの知見が得られた。1）8方向別の弁別の正確度についてヨダウン症児群はど

　の方向ρ弁別についても著しく劣っていた。2）年齢別段階についてヨダウン症児群は年齢の

　上昇にともなう得点の増加はみとめられなかった。

　以上のように，本研究ではラダウン症児群の知覚弁別ヨとくに触知覚に関する弁別特性が中心

に実験的に吟味された。その結果ヨダウン症児群の触知覚機能は視知覚機能と比較して劣ってお

り，未発達な状態にあることが明らかにされた。またダウン症児群は刺激図形の提示条件。図形

の種類など弁別を規定する諸要因によってもヨ弁別が影響されやすいことが示唆された。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は。現在の知能障害で中心的課題の一つとなっているがダウン症候群児の陥没機能と考え

られている触知覚の特性を実験心理学的に研究したもので，広汎にこの問題をとりあげラ系統的に

一つ一つ細かく検討した結果は高く評価することができよう。特に触知覚の問題を視知覚および交

叉的感覚様相との対比で検討した成績は優れたものと考えられる。

　もちろん，この研究は完全な終結を見たわけではなく，触知覚の基本である2点弁別閾の特性，

言語と行動の結合の特性ヨ筋弛緩1握力等の生理学的特性などの追求は今後の課題として残されて

いる。

　しかしヨ障害のある多くの被験者を得ることが困難な時に、条件を統制した多数の被験者につい

て，綿密で系統的な研究を積み上げたこと雪およびこの研究で得られた知見が将来のダウン症候群

児ばかりでなくヨ多くの障害児の研究と教育に対し貴重な示唆を提供したという点などにおいてヨ

大きな意義を有すると考えられる。

　よってヨ著者は教育学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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